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研究の概要

紅茶に含まれるテアフラビンの⼤循環および微⼩循環に対する影響；
げっ⻭類と健常⼈におけるフィージビリティ・スタディ
The impact of theaflavins on systemic-and microcirculation alterations: The murine 
and randomized feasibility trials
Journal of Nutritional Biochemistry, 32:107-14, 2016. doi: 10.1016/j.jnutbio.2016.01.012

紅茶の飲⽤が⼼⾎管系疾患のリスクを低下させることが報告されています。紅茶には緑茶カテキン
が発酵の過程で重合したテアフラビンが含まれることから、紅茶の機能成分と考えられてきました
が、報告はわずかであり詳細については不明でした。本研究ではテアフラビンが⾎圧を下げ、その
作⽤が交感神経を介すものであること、また動物だけでなく⼈でも効果を発揮することを確認しま
した。

http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0955286316300110


成果の概要

研究の内容

Wistar系雄性ラットにテアフラビン混合物を10mg/kg2週間経⼝投与したところ、⾎圧の有意な低
下および⼤動脈⾎管内⽪型⼀酸化窒素合成酵素（eNOS)発現の優位な上昇が観察された。また同様
に動物にテアフラビン混合物を10mg/kg単回経⼝投与した場合には、⾎圧・⼼拍数の⼀過的な上
昇、挙睾筋細動脈⾎流の顕著な上昇および⼤動脈におけるeNOSのリン酸化の上昇が確認された。
これらの作⽤は⾮特異的アドレナリン受容体阻害剤であるカルベジロールの前投与によって消失し
たことから、テアフラビンが交感神経を刺激した結果、循環動態に変化を与えることが⽰唆さされ
た。またテアフラビン混合物には4種類の化合物が混在するが（図）、これらの挙睾筋細動脈⾎流
量上昇強度はtheaflavin 3′-O-gallate > > theaflavin-3-O-gallate 
> > theaflavin = theaflavin-3, 3′-di-O-gallateであり、微細な化学構造の違いが⼤きく活性発
現に寄与することがわかった。健常⼈に45mgのテアフラビン混合物を含む飲料を摂取させたとこ
ろ、投与後4時間で⾎管内⽪機能のマーカーであるFMD(flow mediated dilatation)の有意な上昇
が認められ、動物試験と同様に⾎圧の⼀過的な上昇が⾒られた。テアフラビンは⽣体に吸収されな
いことが知られているが、その摂取が消化管で認識され、交感神経を刺激し、循環系を変動させる
ことが初めて明らかとなった。

図:テアフラビン類の化学構造
(A) theaflavin , (B) theaflavin-3-O-
gallate , (C) theaflavin 3′‐O‐gallate and 
(D) theaflavin‐3, 3′‐di‐O‐gallate .

・紅茶に含まれるポリフェノールであるテアフラビンは⾻格筋⾎流を増加せることがわかりました。
この反応はアドレナリン阻害剤で抑制されることから、テアフラビンは交感神経を刺激すること
が予測されます。

・テアフラビンを反復摂取させたラットでは⾎圧が低下することがわかりました。

・テアフラビンを含む飲料を健常⼈に摂取してもらったところ、⾎管内⽪機能が上昇することが
明らかとなりました。


